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みなと祭で灯台をＰＲ 

灯台を守る会では、8月 4日に御前崎マリ

ンパークで開催された「御前崎みなと夏祭

り 2018」に展示用ブースを設置し、御前埼

灯台の魅力をＰＲした。 

イベントは、登れる灯台 16基、日本の灯

台 50選、御前埼灯台の概要、灯台の四季等

の写真・資料展示の他、御前埼灯台のラベ

ルが付いたサイダー、ワンカップ酒の販売

も行われ、灯台クイズ参加者は貝細工のキ

ーホルダーやペーパークラフト灯台のプレ

ゼントに大喜びだった。 

 

灯台建設の感謝状見つかる 

御前埼灯台の建設に左官として従事した

下岬区の鈴木弥八郎さん（東京都在住 99

歳）の先祖に国から贈られた感謝状がこの

ほど見つかった。 

感謝状は、明治 7年 5月 29日に灯台建設 

役人の今武高光から鈴木弥吉さん（弥八郎 

曾祖父）に贈られたもので「しゅつせい あ 

いつとめにつき くだしおかれそうろうこ 

と」と記されている。 

鈴木宅では大正 15 年に父甚作さんが戸

棚のガラス戸枠を利用した手作りの額に入

れて座敷の鴨居に掲げ後世に伝えている。 

 

守る会の活動を調査 

 8月 12日、知多半島の美浜町にある野間

灯台でまちおこしを進めている「美浜まち

ラボ」代表の林達之さんが灯台を守る会の

活動を調査するため来台した。 

 林さん達は、設置 100 周年を迎える 2021

年に野間灯台を一般公開して登れるように

したいと講演会や海岸清掃等のイベントを

開催するなど海上保安庁

や行政に働きかけている。 

 最近、歴史資産を観光資源として活用し

て、まちを元気にしよう、観光客を呼び込

もうという団体や市町が増えてきた。青森

県の尻屋埼灯台は 6月 1日から全国 16番目

の参観灯台となった。鮫角灯台では、八戸

市が国から借り受けて一般公開を始めた。 

また、歴史・文化的意義や価値を再考し、

風化させないようにしようと、国の「登録

有形文化財」制度に登録し、保護、保存に

取り組む自治体も増加している。 

自然や歴史的建造物は一度失ったら二度

と取戻せません。次世代への伝承は今を生

きる私達の使命ではないでしょうか。 
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灯台敷地売却に向け埋設物撤去工事 

32年秋に灯台ワールドサミット開催 

 10月から灯台構内で工事が始まった。 

御前崎市では、灯台守の廃止、施設設備

の合理化により不要となった灯台敷地の一

部（灯台と建物、進入路を除く）を観光施

設として活用するため、所有する清水海上

保安部、財務省静岡財務事務所と譲渡につ

いて折衝してきた。 

国は今年度中に、ブロック塀や埋設物を

撤去して更地状態にする。市は 31年度に用

地を取得し、ベンチやトイレ等の公園整備、

32年にサイン整備を行い、同年秋に御前崎

で開催予定の『灯台ワールドサミット』に

間に合わせたいとのこと。 

土地が取得されれば、灯台構内の芝生広

場が自由に使え、資料館へも直接入館でき

るようになります。 

※2018灯台ワールドサミット in 志摩  

 11 月 10 日（土）、11 日（日）の両日、三重

県志摩市で開催される。灯台をまちおこし、観

光振興に活用しようと全国の灯台があるまち

の首町が集まってシンポジウムを開催する。御

前崎市長もパネラー出演する。 

 

岡本徹画伯より灯台絵画贈られる 

このほど、菊川市在住

の画家岡本徹さんより御

前埼灯台を描いた水彩画

が寄贈された。玄関入口

に掲示してあるので、当

館にお越しの際はご覧く

ださい。 

御前埼灯台の歴史 №3 

ガラス張り灯室のカンテラ灯台 

見尾火灯明堂は、障子紙を張った行灯の

灯台ゆえに、肝心な暴風雨の夜には役に立

たなかったようである。そんな時には、村

人は雨戸を閉めて帰ったと記録されている。 

このため、焚き火にしたらどうかとの嘆

願書が村人から出されたこともあったが、

幕府に聞き入られるまでには至らなかった。 

幕末になると西洋諸国の船の来航が次第 

に多くなって来た。 

  

明治時代に 

入ると観音埼、

野島埼、潮岬 

などの主要8カ

所で西洋式灯

台の建設が始

まった。 

御前崎では、

明治4年に高さ

4.8ｍ、横幅 2.4

ｍ、ガラス張り

の灯室を備え

た高灯篭型のカンテラ灯台が設置され、国

の役人を置いて難破船の取り締まりに当た

った。 

灯明堂に比べれば暴風雨にも耐えられる

進歩的なものだったが、依然として外国船

から「dark sea」との悪評高く、鳥取藩の

軍艦遭難の事故や英国人技師、リチャド・

ヘンリー・ブラントンの進言もあり、明治

5 年、西洋式灯台の着工へと急変していく

のである。      by masatoshi 

点線内が譲渡

されるところ 

【想像図 齋藤 力】 


